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　また Fig. 13には，「幼児の運動能力基準：2016年（森他, 2018）」に照らして，この
種目で５段階評価の４～５の高評価を得た園児の内，どれだけの園児が積木を踏んだ
り抜かしたりせずに正確に跳べたか，を年齢別に示している。つまり，両足連続跳び
越しが「速く正確にできた」園児の割合を，年齢別に示した。全ての年齢で，はだし
保育園が上靴園を上回っていることがわかる。特に年中児においてその傾向は顕著で
あった。
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Fig. 10　「両足連続跳び越し」の年齢別平均時間（全体）
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Fig. 11　「両足連続跳び越し」の年齢別平均時間（男児）
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Fig. 12「両足連続跳び越し」の年齢別平均時間（女児）
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Fig. 13　「両足連続跳び越し」で早く正確に跳び越せた園児の割合
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　以上の結果は，はだし保育（教育）は身体のコントロール力を高めるという，山崎
他（1998）の研究を支持するものと考える。
3.4　全国平均との比較
　森他（2018）が行った「2016年の幼児運動能力全国調査（以後，全国調査と略）」
のデータを基に，全国平均との比較を行った。この全国調査では，各種目の全国平均
値が，男女別に年齢６区分（４歳前半・４歳後半・５歳前半・５歳後半・６歳前半・
６歳後半）で算出されている。そこで，各種目の年齢別平均値には男女別平均値の平
均を使用することとし，年少児の比較においては，調査時点（９月末）で年少児クラ
スには３歳児後半と４歳児前半がほぼ半数在籍していることから「４歳児前半」の平
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均値を使用し，年中児の比較においては「４歳後半」と「５歳前半」の平均値の平均
を，年長児の比較においては「５歳後半」と「６歳前半」の平均値の平均を算出して
使用した。そのため，年少児の全国平均値は若干高いレベルとなる。
　その結果，往復走においては，「年少児：全国平均9.93秒；はだし保育園11.85秒/
上靴保育園11.11秒」「年中児：全国平均8.92秒；はだし保育園9.39秒/上靴保育園9.75
秒」「年長児：全国平均7.81秒；はだし保育園8.17秒/上靴保育園8.08秒」であり，両
園とも全国平均を下回っていた。
　立ち幅跳びにおいては，「年少児：全国平均74.55cm；はだし保育園75.22cm/上靴保
育園68.22cm」「年中児：全国平均87.3cm；はだし保育園98.14cm/上靴保育園84.86cm」
「年長児：全国平均103.58cm；はだし保育園117.11cm/上靴保育園121.03cm」であり，
はだし保育園はすべての年齢で全国平均を上回っていた。
　両足連続跳び越しにおいては，「年少児：全国平均9.93秒；はだし保育園11.85秒/
上靴保育園11.11秒」「年中児：全国平均8.92秒；はだし保育園9.39秒/上靴保育園9.75
秒」「年長児：全国平均7.81秒；はだし保育園8.17秒/上靴保育園8.08秒」であり，両
園とも全国平均を下回っていた。
４．考察
　子どもの運動能力は，誕生から一定の速度で伸びるのではなく，停滞期と急激な伸
びの時期があり，急激な伸びの時期はゴールデンエイジと呼ばれている。ゴールデン
エイジは３期あることが知られている。第Ⅰ期（１歳～６歳）は，様々な種類の運動
を経験させることが重要で，運動の基本となる運動神経回路パターンを多く作ること
ができる。走る，跳ぶ，蹴るなどの基本動作や遊びなどを工夫して，子どもが飽きな
いように，怪我がないようにすることがポイントである。第Ⅱ期（小学校中・高学
年）では，運動神経が発達し，筋力・運動能力も向上する時期である。スポーツその
ものに興味を持ち，試合や競技での勝敗にこだわる。あるいは，特定のスポーツ選手
にあこがれる。この時期は特にスポーツ障害に注意する必要がある。第Ⅲ期（15歳
～23歳）では，本格的なスポーツ活動を実施する時期であり，そのためにトレーニ
ングを行うこともある（佐藤, 2004）。
　今回対象とした保育園児は，ゴールデンエイジから見ると第Ⅰ期にあたり，運動プ
ログラムが形成される重要な時期である。今回の調査では，「立ち幅跳び」において，
年少児と年中児とに統計的差は認められなかったものの，はだし保育園年中児では
98.14cm（±14.61），上靴園年中児では84.86cm（±17.60）であり，その差は５％水準
で有意であった。「立ち幅跳び」は，姿勢を低くして足裏で床をしっかりと踏み，腕
を大きく振って，つま先で床を強く蹴って体を浮かせるという一連の動作を瞬発的に
発揮する能力が求められる。この結果については，はだし教育がその背景にあるかは
不明であるが，年中児の平均値において，その差が14cmあったことから，はだし教
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育園の園児が明らかに優れているものと推察された。
　「両足連続跳び越し」においては，年少男児において（Fig. 11），上靴保育園（5.86
秒±1.17）の方がはだし保育園（7.56秒±2.19）より，早く跳び越せていた（t=2.71, 
p<0.05）。また女児（Fig. 12）は，年長児において，上靴保育園（4.77秒±0.54）の方
がはだし保育園（5.32秒±0.85）より，早く跳び越せていた（t=2.23, p<0.05）。上靴
保育園の年長女児は，調査時点，ほぼ毎日縄跳びをして遊んでいるとのことであった
ので，その運動効果が表れているものと推察される。その一方で，「早く正確に跳び
越す」という身体コントロール力においては，はだし保育園の優位性が示唆された。
　以上のことから，今回の調査においては，はだし保育の効果を年中児にみることが
できた。種目においては「立ち幅跳び」で有意差がみられたことから，はだし保育
は，足裏で床をしっかりとつかみ，つま先で床を強く蹴って跳ぶという幅跳びの動作
に必要な足の裏（土ふまず）の育ちに，影響をおぼしていることが推察された。加え
て，「両足連続跳び越し」での結果から，はだし保育は，指定された場所に正確に跳
び，着地できるように調整する能力にも影響を及ぼすことが示唆された。
　運動能力の面では以上の結果が得られたが，今回の研究を通して，はだし保育に対
する保護者や園側の不安を知ることができた。保護者の中には，はだしでの園生活に
何らかの危険性を感じている者が少なくなかった。例えば，床に落ちた画びょうや園
庭の小石を踏んで怪我をするのではないか，無防備なつま先を何かにぶつけたり踏ま
れたりはしないか，冬場は足が冷えてかわいそう，など。また，園側の不安として
は，災害時の避難には安全確保のために上下靴の着用が必須条件であることから，は
だし保育中の上下靴着用への迅速な対応がはたして可能であるか，という点であっ
た。今日の家庭生活の状況や災害への対応などを視野に入れた「はだし保育」の再構
築が望まれる。
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す効果（2020）」を加筆・修正したものである。
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